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令和 7年試験

論 文 式 試 験 問 題

統　計　学

注 意 事 項
１  受験上の注意事項

・試験官からの注意事項の聞き漏らし／受験案内や試験室及び受験票その他に記載・掲示さ
れた注意事項の未確認等，これらを原因とした試験における不利益は自己責任になります。

・携帯電話等の通信機器や携行品の取扱いについては，試験官の指示に従ってください。
・試験開始の合図があるまで，配付物や筆記用具に触れないでください。
・問題に関する質問には，応じません。

２  不正受験や迷惑行為の禁止
・不正行為を行った場合／試験官の指示に従わない場合／周囲に迷惑をかける等，適正な試

験実施に支障を来す行為を行った場合，直ちに退室を命ずることがあります。

３  試験問題
・試験開始の合図後，直ちに頁数（全 18 頁）を調べ，不備等があれば黙って挙手し，試験官

に申し出てください。

４  答案用紙
・問題冊子の中ほどに挿入してあります。
・試験開始の合図後，直ちに頁数（全 ６ 頁）を調べ，不備等があれば黙って挙手し，試験官に

申し出てください。
・答案作成に当たっては，ボールペン又は万年筆（いずれも黒インクに限る。消しゴム等で

インクが消えるボールペンは不可。）及び修正液又は修正テープ（白色に限る。）を使用して
ください。これらのもの以外を使用した場合／答案用紙に記入した文字（数字を含
む。）の判読が困難な場合，採点されないことがあります。

・答案用紙の左上をホッチキス留めしてあります。ホッチキス留めを外した場合は，採
点されないことがあります。

５  受験番号シールの貼付
・配付後，目視で受験番号及び氏名を確認し，不備等があれば黙って挙手し，試験官に申し

出てください。
・試験開始の合図後，各答案用紙の右上の所定欄へ全頁に貼付してください。

６  試験終了後
・試験終了の合図後，直ちに筆記用具を置き，答案用紙は裏返して通路側に置いてください。
・試験官が答案用紙を集め終わり指示するまで，絶対に席を立たないでください。
・答案用紙が試験官に回収されずに手元に残っていた場合は，直ちに挙手し，試験官に申し

出てください。
　試験官に回収されない場合，いかなる理由があっても答案は採点されません。

７  試験問題（該当ある科目は法令基準等）の持ち帰り
・試験終了後，持ち帰ることができます。
　なお，中途退室する場合には，持ち出しは認めません。必要な場合は，各自の席に置いて

おきますので，試験終了後，速やかに取りに来てください。
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R9　5　 1 　

令和 ７年論文式統計学

（統　計　学）

 第　 1 　問 （50 点）

問題 1　 

　X 社は Y 社から商品を新たに納品してもらうことになった。納品された商品に基づいて，X 社は

Y 社を信頼できる企業であるのかについて判断する。納品された商品に問題が生じる事象を A，納品

された商品に問題が生じない事象を A とする。また，信頼できる企業であると判断する事象を B，

信頼できない企業であると判断する事象を B とする。Y 社から納品された商品に問題が生じたとき，

Y 社を信頼できる企業であると判断する条件付確率は P（B  A）と表すことができる。

　このとき，次の　問 1　及び　問 2　に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第

3 位を四捨五入して小数第 2 位まで答えること。

問 1　 次の ア ～ ウ に当てはまる最も適切な確率の記号を解答欄に記入しなさ

い。ただし，P（A∩B）は事象 A と事象 B が同時に起こる確率を表す。

　　　 P(A∩B)＝ P（A  B)× ア

　　　 P(B  A)＝
P(A  B)×　ア

　イ

イ ＝ P(A  B)× P(B)＋ ウ × P(B）

問 2　 商品が納品される過程を期に分けて考えて，第 i 期での事象を Ai，Ai，Bi，Bi と表す

（i＝ 1, 2）。これまでの経験から，第 i 期において Y 社が信頼できる企業の場合に納品され

た商品に問題が生じる条件付確率を P(Ai  Bi)＝ 0. 04，また，Y 社が信頼できない企業の場

合に納品された商品に問題が生じる条件付確率を P(Ai  Bi)＝ 0. 15 と仮定し，これらの条

件付確率は期によって変化しないものとする。このとき，次の⑴，⑵に答えなさい。

⑴　第 1 期では X 社が Y 社を信頼できるか否かについて判断できない状況を想定して，確

率を P(B1)＝ 0. 5，P(B1)＝ 0. 5 とする。第 1 期において Y 社から納品された商品に問

題が生じたとき，X 社が Y 社を信頼できる企業であると判断する条件付確率 P(B1  A1)

を求めなさい。

⑵　第 2 期では⑴で求めた第 1 期の条件付確率 P(B1  A1) の値を確率 P(B2) の値として用

いる。第 2 期において Y 社から納品された商品に問題が生じたとき，X 社が Y 社を信頼

できる企業であると判断する条件付確率 P(B2  A2) を求めなさい。

（満点　100 点）
⎧
⎨
⎩

第 2 問とあわせ

時　間 2 時間

⎫
⎬
⎭
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令和 ７年論文式統計学

問題 2　 

　図 1 の⒜～⒢は， 7 種類の異なる分布から生成した 1, 000 個の乱数のヒストグラムである。図 2

のア～キは，これらのヒストグラムのいずれかに対応した正規 Q-Q プロットであり，横軸は標準正

規分布の分位数，縦軸は標本分位数，直線は正規分布であるときの理論値を表している。ア～キの

各図は，どのヒストグラムに対応した正規 Q-Q プロットであるか，⒜～⒢から一つずつ選びなさい。

注：ヒストグラムの縦軸の Frequency は観測度数である。

図 1 ：様々な分布から発生させた乱数のヒストグラム
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令和 ７年論文式統計学

注：正規 Q-Q プロットの横軸の Theoretical Quantiles は標準正規分布の分位数，縦軸の

　　Sample Quantiles はデータの標本分位数である。

図 2 ：ヒストグラムに対応した正規 Q-Q プロット
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令和 ７年論文式統計学

問題 3　 

　次の表 1 は 2024 年 11 月における事業所規模 5 人以上の就業形態別労働者数，就業形態別名目賃金

および消費者物価指数とそれらの前年同月比である。また，図 1 は 2023 年 ６ 月から 2024 年 11 月ま

での事業所規模 30 人以上の就業形態別名目賃金の前年同月比および消費者物価指数の前年同月比で

ある。なお，本問題で示す消費者物価指数は「持ち家の帰属家賃を除く総合」である。

　このとき，以下の　問 1　～　問 4　に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場合，小数第

2 位を四捨五入して小数第 1 位まで答えること。

表 1 ：事業所規模 5 人以上の就業形態別労働者数，就業形態別名目賃金（現金給与総額），

消費者物価指数（2024 年 11 月）

2024 年 11 月

前年
同月比

常用労働者数 （万人） 5121. 9 0. 9 ％

一般労働者数 （万人） 3528. 0 3. 2 ％

パートタイム労働者数 （万人） 1593. 9 － 3. 9 ％

常用労働者の名目賃金（現金給与総額） （万円） 30. 859 3. 9 ％

一般労働者の名目賃金 （万円） 39. ６87 4. 2 ％

パートタイム労働者の名目賃金 （万円） 11. 212 4. 4 ％

消費者物価指数 （2020 年＝ 100） 111. 8 3. 4 ％

注：2024 年の常用労働者数の前年同月比や名目賃金の前年同月比は，2024 年 1 月にお

ける母集団労働者数の更新の影響を除くため，前年の数値は更新を実施した参考

値に基づいて計算されている。このため，公表値に基づいて計算された前年同月

比とは異なる値となる。

資料：厚生労働省「毎月勤労統計」，総務省「消費者物価指数」
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令和 ７年論文式統計学

問 1　 表 1 に基づいて，2023 年 11 月の一般労働者数とパートタイム労働者数を求めなさい。ま

た，2024 年 11 月の常用労働者数の前年同月比 0. 9 ％ に関して，一般労働者の寄与度（％）と

パートタイム労働者の寄与度（％）を求めなさい。なお，常用労働者数は一般労働者数とパー

トタイム労働者数の和である。また，2024 年 11 月の常用労働者数を Wt， 1 年前の 23 年

11 月の常用労働者数を Wt－ 12 とおくと，2024 年 11 月の常用労働者数の前年同月比（％）は，

 Wt－Wt－ 12

Wt－ 12 × 100＝  Wt

Wt－ 12
－ 1× 100 で算出する。

問 2　 2024 年 11 月の常用労働者の実質賃金の前年同月比（％）を求めなさい。なお，実質賃金は

名目賃金を消費者物価指数で除して算出したものである。

図 1 ：事業所規模 30 人以上の就業形態別名目賃金の前年同月比および

　　　消費者物価指数の前年同月比（2023 年 ６ 月～ 2024 年 11 月）
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令和 ７年論文式統計学

問 3　 　問 2　において求めた実質賃金の前年同月比を考える。次の一般労働者の実質賃金の前

年同月比（％）に関する式において ア ～ ウ に当てはまる適切なものを，以下

の⒜～⒠からそれぞれ一つ選び，解答欄に記入しなさい。なお，⒜～⒠は 2 回以上使用し

てもよい。

一般労働者の実質賃金の前年同月比（％）＝
ア －　　イ

（％）

⒜　一般労働者の名目賃金の前年同月比（％）

⒝　消費者物価指数の前年同月比（％）

⒞　常用労働者の前年同月比に関する一般労働者の寄与度（％）

⒟　0（％）

⒠　100（％）

問 4　 図 1 に示した，事業所規模 30 人以上の就業形態別名目賃金の前年同月比と消費者物価指

数の前年同月比の推移に基づいて，実質賃金の前年同月比の正負（プラスマイナス）をどのよ

うに読み取るのかについて，　問 3　の解答から理解できることを用いて説明しなさい。さ

らに，一般労働者とパートタイム労働者の実質賃金の推移について，図 1 に基づいて両者を

比較して，読み取れることを文章で記述しなさい。ただし，実質賃金の推移の記述におい

て，本問題以外から得られる情報（たとえば報道されている経済や社会などの情報）に関する

記述を含めないこと。

1＋
ウ

100
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令和 ７年論文式統計学

（統　計　学）

 第　 2 　問 （50 点）

問題 1　 

　母分散 σ 2 が既知の正規母集団 N(μ，σ 2) において母平均 μ についての統計的推測を行うため，

大きさ n の無作為標本 X＝ (X1，. . .，Xn) を抽出する。その実現値を x＝ (x1，. . .，xn) とする。

X＝ 1
n  

n

∑
i＝ 1

Xi，x＝ 1
n  

n

∑
i＝ 1

xi とし，Z＝ X－ μ
σ/　n  とする。このとき Z は，標準正規分布 N（0，12）に従

う。μ0 を実数とし，次式を定義する。

 z(x，μ0)＝
x－ μ0

σ/　n ，

 s(x，μ0)＝ P(  Z  ≥  z(x，μ0))

なお，s(x，μ0) は，以下の条件🄑における仮説検定問題の P 値である。

　標準正規分布の両側 100 α ％ 点を± zα/2 (0 ＜ α ＜ 1 ) とし，次の三つの条件を考える。

🄐　母平均 μ に対する信頼係数 100 (1－ α)％ の信頼区間が μ0 を含まない。

🄑　帰無仮説 H0：μ＝ μ0，対立仮説 H1：μ ≠ μ0 とする仮説検定問題において，H0 は有意水準 α

で棄却される。

🄒　s(x，μ0)≤α が成立する。

　このとき，以下の手順に従って，三つの条件🄐，🄑，🄒が同値であることを示したい。次の

ア ～ オ に当てはまる最も適切な数式を x，zα/2，σ，n，z(x，μ0)，α を用いて表しな

さい。

　母平均 μ に対する信頼係数 100 (1－ α)％ の信頼区間の下限は ア ，上限は イ であ

る。すなわち条件🄐は

μ0 ≤ ア  または  イ ≤ μ0

である。この式を書き直すと

 z(x，μ0) ≥ ウ ・・・（＊）

となり，条件🄑の仮説検定問題の棄却域と一致する。ゆえに，条件🄐と🄑は同値である。

　さらに，（＊）の式は次式と同値である。

P(  Z  ≥  エ )≤ P(  Z  ≥ zα/2)

この式の右辺は オ と等しく，s(x，μ0)≤ オ が成り立つ。ゆえに，条件🄑と🄒は同値

である。

　以上の結果より，条件🄐，🄑，🄒は同値であることが証明された。

（満点　100 点）
⎧
⎨
⎩

第 1 問とあわせ

時　間 2 時間

⎫
⎬
⎭
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令和 ７年論文式統計学

問題 2　 

　日本公認会計士協会が設置した女性会計士活躍促進協議会は，女性会計士が個性と能力を十分に発

揮できるよう活動している。同協議会は 2030 年度までに公認会計士試験合格者の女性比率を 30 ％

へ上昇させることを目標にしている。表 1 は，2013 年から 2024 年までの 12 年間（n＝ 12）における

公認会計士試験の男女別合格者数のデータである。xj を西暦年，y1j と y2j を xj 年の男女別合格者数

とし，次の単回帰モデルの実現値であるとする。

女性：y1j＝ a1＋ b1xj＋ ε1 j，ε1 j~N(0，σ1
2 )

男性：y2j＝ a2＋ b2xj＋ ε2 j，ε2 j~N（0，σ2
2 )

j＝ 1，. . .，n（n＝ 12）

ここで，24 個の誤差項 εij は互いに独立であることを仮定する（i＝ 1，2）。

　図 1 は，表 1 のデータを男女別にプロットし最小二乗法によって推定された（男女別の）回帰直線お

よび回帰直線の信頼区間（信頼係数 1－ α＝ 0. 95）を示している。この単回帰モデルによる分析の出

力結果を男女別に図 2 に示す。なお，この信頼区間の上限と下限は次式によって求めた。

yi＝ âi＋ b̂i x± tα/2 (n－ 2)　  1
n ＋

(x－ x)2

sxx  se(i)

n－ 2 　，　　女性：i＝ 1， 男性：i＝ 2

ここで，tα/2 (n－ 2) は自由度 n－ 2 の t 分布の上側 100 α/2 ％ 点，x は西暦データの標本平均，

sxx＝ 
n

∑
j＝ 1

(xj－ x)2 は西暦データの偏差平方和，se(1) と se(2) はそれぞれ女性と男性の回帰分析における

残差平方和である。 表 1 ：公認会計士試験の男女別合格者数のデータ

西暦 女性（人） 男性（人） 女性比率（％）

xj y1j y2j －

2013 224 954 19. 0

2014 189 913 17. 2

2015 207 844 19. 7

201６ 23６ 872 21. 3

2017 242 989 19. 7

2018 2６６ 1039 20. 4

2019 315 1022 23. ６

2020 328 1007 24. ６

2021 297 10６3 21. 8

2022 327 1129 22. 5

2023 345 1199 22. 3

2024 359 1244 22. 4

標本平均 277. 92 1022. 92 ―

出所：女性会計士活躍促進協議会 Web ページ
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図 1 ：表 1 のデータの散布図と回帰分析の結果

DKIO-R9.indd   21DKIO-R9.indd   21 2025/06/17   14:19:002025/06/17   14:19:00



R9　22

令和 7 年論文式統計学

DKIO-R9.indd   22DKIO-R9.indd   22 2025/06/17   14:19:002025/06/17   14:19:00



R9　23　 10 　

令和 ７年論文式統計学

注：Residual(s)：残差，1Q：第 1 四分位数，3Q：第 3 四分位数，Coefficients：回帰係数，

　　Estimate：回帰係数の推定値，Std.Errorと standard error：標準誤差，t value：t 値，

　　degrees of freedom(DF)：自由度，Multiple R-squared：決定係数，

　　Adjusted R-squared：自由度調整済み決定係数，F-statistic：F 統計量（F 値），p-value：P 値

図 2 ：回帰分析の結果（左：女性データ，右：男性データ）

　このとき次の　問 1　～　問 4　に答えなさい。

問 1　 図 1 において信頼区間の信頼係数は 95 ％ であるが，信頼区間を外れたデータは男性で 4

件（2013, 2015, 201６, 2020），女性で 4 件（2013, 2019, 2020, 2021）存在し，95 ％ の信頼係数と

整合しないように見える。その理由を説明しなさい。

問 2　 図 1 において推定された回帰直線からの残差のばらつきは男性の方が大きく見える。実

際，図 2 の回帰分析の結果で Residual standard errorを比較すると，女性 19.54，男性 56.70

であり，男性の方が大きい。男性データの方が残差のばらつきが大きく見える理由を説明し

なさい。なお，合格者数の平均は女性が 277. 92（人），男性が 1022. 92（人）である。

問 3　 推定された回帰直線を，性別ごとに yi＝ âi＋ b̂i(x－ 2024) の形で解答しなさい。なお，

計算結果に端数が生じる場合は解答は小数第 4 位を四捨五入し小数第 3 位まで答えること。

問 4　 　問 3　の結果を用いると西暦 x 年の予測合格者数を計算できる。女性の予測合格者が全

体の 30 ％，つまり女性と男性の予測合格者数の割合が 3：7 となるのは西暦何年であるか点

推定しなさい。なお，計算の過程も記述し，点推定値は小数第 1 位を切り上げ，整数で答え

ること。

＃女性データ
lm(formula = female ~ year)

Residuals:
     Min       1Q    Median    3Q     Max
  -20.614  -14.310   -4.006   5.915  29.564

Coefficients:
                  Estimate  Std.Error  t value  Pr(>|t|)
(Intercept) -30359.526  3298.377  -9.204  3.38e-06
year                15.178       1.634    9.289  3.11e-06
---

Residual standard error: 19.54 on 10 DF
Multiple R-squared:  0.8961
Adjusted R-squared: 0.8857
F-statistic: 86.28 on 1 and 10 DF, p-value: 3.113e-06

＃ 男性データ
lm(formula = male ~ year)

Residuals:
     Min      1Q    Median    3Q     Max
  -74.422 -42.762   5.485   33.135  99.372

Coefficients:
                  Estimate  Std.Error  t value  Pr(>|t|)    
(Intercept) -60738.949  9569.956  -6.347  8.39e-05
year                30.598       4.741    6.454  7.31e-05
---

Residual standard error: 56.70 on 10 DF
Multiple R-squared:  0.8064
Adjusted R-squared: 0.7870 
F-statistic: 41.65 on 1 and 10 DF, p-value: 7.313e-05

DKIO-R9.indd   23DKIO-R9.indd   23 2025/06/17   14:19:012025/06/17   14:19:01



R9　24

令和 7 年論文式統計学

DKIO-R9.indd   24DKIO-R9.indd   24 2025/06/17   14:19:012025/06/17   14:19:01



R9　25　 11 　

令和 ７年論文式統計学

問題 3　 

　図 1 は 2000 年度から 2023 年度までの 24 年間の年次の実質国内総生産（GDP，10 億円）（内閣府「国

民経済計算」）の対数値を被説明変数，就業者数（labour，万人）（総務省「労働力統計」），前年度最終四

半期の固定資本ストック（実質原系列）の民間企業設備（capital，10 億円）（内閣府「国民経済計算」）の

対数値を説明変数とした回帰モデル

log(GDP)＝ β0＋ β1 log(labour)＋ β2 log(capital)＋ ε，ε~N(0，σ 2)…（＊）

を推定した結果である。ここで，誤差項は互いに独立に分布すると仮定する。ただし，一部の値は隠

している。このとき，以下の　問 1　～　問 4　に答えなさい。なお，計算結果に端数が生じる場

合，小数第 4 位を四捨五入して小数第 3 位まで答えること。

注：Coefficients：偏回帰係数，Estimate：偏回帰係数の推定値，

　　Std. Errorと standard error：標準誤差，t value：t 値，Residual（s）：残差，

　　degrees of freedom(DF)：自由度，Multiple R-squared：決定係数，

　　Adjusted R-squared：自由度調整済み決定係数，F-statistic(F value)：F 統計量（F 値），

　　p-value：P 値，Sum Sq：偏差平方和，Mean Sq：平均偏差平方

図 1 ：回帰分析の結果⑴

問 1　 自由度調整済み決定係数の値を求めなさい。

問 2　 log(capital) の係数 β2 の信頼係数 95 ％ の信頼区間を求めなさい。

Coefficients:
              Estimate    Std. Error  t value
(Intercept)   -2.8608      4.0129   -0.713
log(labour)    0.9124      0.3384           
log(capital)   0.5948      0.3966    1.500

Residual standard error: 0.03112 on 21 degrees of freedom
Multiple R-squared:  0.5644, Adjusted R-squared:           
F-statistic:  13.6 on 2 and 21 DF,  p-value: 0.0001625

Analysis of Variance Table
                DF   Sum Sq   Mean Sq   F value  Pr(>F)
log(labour)   1 0.0241649  0.0241649  24.9548  6.058e-05
log(capital)   1 0.0021782  0.0021782   2.2494     0.1485
Residuals    21 0.0203353  0.0009683
Total           23 0.0466784
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問 3　 log(labour) の係数 β1 が 0 であるかどうか，有意水準を 0. 05 として検定しなさい。解答

に当たっては，検定の詳細（帰無仮説，対立仮説，検定統計量，棄却域）を示し，検定の結論

を述べなさい。

問 4　 回帰モデル（＊）の誤差項を除いて両辺の指数を取ると

GDP＝ e β0 labour β1 capital β2

と表され，この関係式において β1＋ β2＝ 1 であるとき，就業者数と民間企業設備をともに c 倍 (c ＞ 0)

すると，実質国内総生産も c 倍になる。いま，β1＋ β2＝ 1 であるかどうか検定をするため，β1＋ β2＝ 1

という制約を課した次の回帰モデル

log(GDP)－ log(capital)＝ β0＋ β1 (log(labour)－ log(capital))＋ ε，ε~N(0，σ 2)

を推定した結果が図 2 である。ここで，誤差項は互いに独立に分布すると仮定する。ただし，一部の

出力は加工してある。

　図 2 から制約の下での回帰分析では残差平方和は 0. 0230544 である。同様に，図 1 から制約なしの

回帰分析では残差平方和は 0. 0203353 である。ここで，制約の下での回帰分析では残差平方和が増加

しているという事実を踏まえて，β1＋ β2＝ 1 であるかどうか有意水準を 0. 05 として F 検定しなさ

い。解答に当たっては，検定の詳細（帰無仮説，対立仮説，検定統計量，棄却域）を示し，検定の結論

を述べなさい。

　問題冊子末の数表に該当する数値がないときは，前後の自由度の分布の数値を用いてもよい。また

は，自由度 m の t 分布に従う確率変数を 2 乗すると自由度（1，m）の F 分布に従うことを用いてもよ

い。

図 2 ：回帰分析の結果⑵

Coefficients:
                                       Estimate  Std. Error  t value
(Intercept)                           3.3428      1.6110     2.075
log(labour) - log(capital)      0.7772      0.3419     2.273

Residual standard error: 0.03237 on 22 degrees of freedom
Multiple R-squared: 0.1902, Adjusted R-squared:  0.1534
F-statistic: 5.167 on 1 and 22 DF,  p-value: 0.03313

Analysis of Variance Table
                                      DF   Sum Sq   Mean Sq  F value  Pr(>F)
log(labour) - log(capital)     1  0.0054149  0.0054149  5.1673  0.03313
Residuals                          22  0.0230544  0.0010479                
Total                                 23  0.0284693
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 （参考資料） 
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